
環境調査事業”シナダレスズメガヤ駆除とカワラノギク育成” (41)
　     ２０１３年５月２３日（木）～６月５日（水）   

  相模川湘南地域協議会 記録：中門吉松 

抜かれた圃場柵の杭 
約１ｍ位打ち込まれ、大雨の増水にも耐えた杭も悪戯に掛かっては耐えられませんでした。 

 2011年-圃場内で焚火の跡、2012年-圃場内に乗り入れたモトクロスバイクと思われる轍の跡、今年は、圃場柵の杭が抜かれてしまいました。 

 それでも・・・！  圃場内のカワラノギク（ロゼット・発芽したばかりの実生）は、明るい陽差しを受けて何もなかったように成長を続けています。  

第１圃場側の杭も”ぐらぐら”と抜けそう！ 

通路側の杭は補修が必要です。 

４月２１日播種した種からの実生（5/23） 玉石周りのロゼット、片側は成長が早い（6/3） ３年目になると雑草の伸びも早く混在して競う（6/5） 

第１圃場の実生→ロゼット 



 ５月２９日（水）「関東甲信地方は梅雨入りしたと思われる」と過去3番目に早い梅雨入り宣言がされました。 

 しかし、梅雨入り後の１週間は雨がなく、圃場は真夏に近い太陽に照りつけられています。 ・・・早くも真夏の水やりが心配されるますね！   

増水後のシルトに覆われた実生も成長開始、 

ロゼットに成長したものもちらほらと見え（5/23） 

４月２６日（金）造成後、即、播種した種から発芽した実生もロゼットに成長。 ５月１６日（木）追加播種した種からもところどころ発芽した実生が見える。 

第３圃場でのカワラノギク再生も順調にスタートできたようです？？？ 

第２・３圃場 カワラノギクの２体様  成長記録 

第２圃場の実生→ロゼット 

昨年の綿毛で運ばれた種から発芽した実生、 

ロゼットとして元気に成長しています （6/3） 

越冬したロゼットは茎を増やして逞しい！ 

 今年は第２圃場が最も個体数が多い （6/5） 

第３圃場の実生→ロゼット 


